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理念指数とは
2010年1月より自社が設置した防犯機器に
より、犯罪の証拠となる映像が記録できた
り、その映像がもとで犯人逮捕に至った件
数など、自社の理念即ち“犯罪０の社会”
“安全で安心な社会”を目指した指数です。

今年の件数

§経営理念§
我々は自社が存在する必要のない

安全で安心な社会の実現を目指します
～理念の実現が存在意義の道しるべ～

大人用１５７５円

ある日連休明けからふと水槽を見つめると・・・ちょっと大きくなりすぎた魚が他の魚やエビ
をどうも食べてしまってるみたいで見当たらなくなっていました。これは！！えー！？しかし
食べている所を見たわけでは無いのでなぜ消えたかは謎としておきます。ん～・・・。しか
し、それよりも大量に魚が減る飼育部始まって以来の事件が発生してしまいました。果たして
原因は何なのか？酸欠？新しく買ったばかりのエサが悪かった？？それとも寿命？？？いろい
ろ浮かびましたが原因はやはり一つしかありません。水が減ったのでホースを使って減った分
を足したのですが、その時に魚にとって良くないものが水槽に入り込んだ可能性が高いです。
なんとか全滅は免れましたが深刻な事態になってしまいました。

粘着テープでカメラレンズを塞ぎ空き巣！！
最近、名古屋を中心に民家が空き巣犯に狙われました。
カメラ付きのインターホンをテープで塞ぐアラ技。
粘着テープでカメラのレンズをふさぎ“ピンポーン！！”呼び鈴を鳴らすことで
住人の不在を確認してからの侵入。
空き巣犯はカメラで証拠を抑えられるのを防ぐために行なった犯行で、約３００
件同様の手口で空き巣を繰り返したとのことです。
同じような事件は他の地域でも広がる可能性があります。空き巣を未然に防ぐ
には、センサーライト付きカメラが効果的です。
センサーライトカメラはインターホンと異なり、呼び出しボタンを押す前に空き巣
犯の姿を録画することができます。普通のTVドアホンは呼び出しボタンを押さ
ないと録画ができません。その仕組みは空き巣犯も熟知しています。
空き巣犯は証拠を捕らえられるのを嫌がります特にカメラは嫌がるのでこの商
品はお勧め！！さらに、外出先でも来客がわかるシステムをプラスαすれば
ますます便利になります。ネットワークコントローラはそれを実現化出来るコント
ローラです。i-NEXTシステムと組み合わせて映像確認できるようになれば、さ
らに便利ですよ。

飼育部　　　　飼育部部長バイク王/藤倉

地域の安全安心アイテ
ム『パトカサ』のキャ
ラクターが近日登場予
定です。お楽しみに
(#^.^#)

痴漢や不審者が多
発しております。
防犯ブザーを持つな
どの防犯対策をしま
しょう

前回のかわら版に載せましたが、香川県の万引き認知件数が人
口千人当たり1.41件で全国平均の1.12を大きく上回り全国ワー
スト４位。
悲しい結果です。
特に高齢者による犯罪が増加中だそうです。
平成１４年の時点で17，377件であったのに対し、平成２３年は
35，429件とほぼ２倍の件数にまで増加しています。
窃盗犯で最も多い項目は｢万引き」全体の80％を占めています。
そこで我が社は万引きバスターズを立ち上げます。
我が社の総合防犯設備士による『万引きに遭わない講習会』や
『防犯カメラ設置の無料診断』等致しますので、お気軽にお問
い合わせ下さい。
なくそう万引き！！

　　脱ワースト上位！

屋根つきのところで、日々の生活を送っている
からといって油断は禁物。体育館のように直射
日光が当たらないようなところでも熱中症が発
生しています。工場の中で作業されている従業
員は特に危険です。
周辺に人がいないようなところでは従業員の体
調不良に誰も気づきません。

従業員の安全のためにも早期発見用として、ま
た労務管理の一貫として、従業員に倒れコール
を持参させることを行なっている企業もありま
す。
万が一のための従業員の安全管理用として、
『倒れコールシステム』が役立っています。

詳しくは↓↓
Http://www.securityhouse.net/location/factory/fall/

以前にもお伝えいたしましたが坂出駅前駐輪場は平成２２
年中自転車盗難率ワースト１位でした。
でもカメラを設置することで平成２３年度中は４位まで下
がりました。
防犯カメラが有ると無いとでは犯罪件数が大幅に違いま
す。特にマンション等の共同住宅の駐車(輪)場には防犯対
策をお勧め致します。

≪自動車盗難≫
平成２３年度の自動車盗難の認知件数は２４，
９２８件前年に比べて１，１５３件の増加
（４．８％）
認知した事件をみると、発生場所で最も多いの
が駐車場や駐輪場。
全体の５７．７％を占めています。
駐車場・駐輪場での盗難被害は昨年と比べ９．
６％も増加しています。

自主機械警備システムは「侵入されたらどうするか」より
も「侵入されないためにどうするか」を追求し、犯罪被害
からお客様の財産や命を守るシステムです。
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